
 

 

 

 
 
 



 

 

（1）調査の概要                                  

 

1．調査の目的 
 
 災害に対する各家庭の備えや災害時における情報収集について伺うことで、防災への意識や各世

帯の現状を把握し、また、町の情報発信の評価・検証を行うことで、今後の地域強靭化に向けた基

礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

 

2．調査の設計 
 

【調査対象】度会町在住の 18 歳以上の住民 1,000 人を無作為抽出 
【調査方法】郵送配布、郵送回収 
【調査期間】令和元年 12 月 2 日～令和元年 12 月 13 日 

 
 

3. 報告書の見方 

・回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第 2 

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から 1 つの選択肢を選ぶ方 

式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析 

文、グラフ、表においても反映しています。 

 ・複数回答（複数の選択肢から 2 つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと 

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える 

場合があります。 

・図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が 

困難なものです。 

・図表中の「N（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件 

に該当する人）を表しています。 

・本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

 
 

4．回収状況 
 

配布数 有効回収数 有効回収率 

1,000 件 573 件 57.3％ 

 

 

 

 

 

 



 

 

5．回答者の属性 

 《年代》      全体（N=573）  《性別》     全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

 

《地区》      全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30歳未満
7.0%30歳代

10.5％

40歳代
12.9％

50歳代
16.6％

60歳代
26.9％

70歳以上
24.6％

不明
1.6%

男性
48.0％

女性
50.3％

不明
1.7％

中川地区
14.1％

内城田地区
62.1%

小川郷地区
10.1%

一之瀬地区
10.6％

不明
3.0％



 

 

（2）調査の結果                                  

1．災害発生に備えて食料や水の備蓄をしているか。（1 つ選択）               全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．災害発生に備えて非常用持ち出し袋の準備や点検を行っているか。（1 つ選択） 全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

3．現在住んでいる住宅は十分な耐震性があるか。（1 つ選択）                 全体（N=573） 

 

 

 

 
 

 

3-1．（（3）で「耐震性は不十分である」を選択した方のみ） 

耐震性が不十分な住宅の方で耐震補強工事を実施する予定はあるか。（1 つ選択）全体（N=168） 

 

 

 

 

 

 

 

17.3％

32.3%

8.4%

38.2％

3.8％

3日分以上備えている

2日分以上備えている

備える必要はない

ほとんど備えていない

不明

8.0％

28.3％

27.1％

33.9％

2.8%

必要品はすぐ持ち出せるよう準備し、定期的に点検…

必要品はすぐ持ち出せるよう準備しているが、点検…

必要品はある程度準備しているが、すぐに持ち出せ…

準備は必要だとは思うが、行っていない

不明

 

26.9％

29.3％

40.3％

耐震性がある

耐震性は不十分である

わからない・不明

 

2.4％

38.1％

32.1％

27.4％

1～2年のうちに実施する予定である

予定はないが、いずれ実施したい

実施するつもりはない

わからない・不明

備える必要はない 
（倉庫等に畑作物や米を保存している） 

必要品はすぐ持ち出せるよう準備し、定
期的に点検も行っている 
必要品はすぐ持ち出せるよう準備してい
るが、点検は行っていない 

必要品はある程度準備しているが、すぐ 
に持ち出せるように、まとめてはいない 

準備は必要だとは思うが、行っていない 

                  不明 



 

 

4．家具の転倒防止を行っているか。（1 つ選択）                              全体（N=573） 

 

 

 

 

5．町や地域で行う防災訓練に参加したことがあるか。（1 つ選択）              全体（N=573） 

 

 

 

 

 

6．災害情報の入手先として利用する機会が多いものは何か。（3 つまで選択）  全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

7．災害発生時にほしいと思う情報は何か。（3つまで選択）            全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2%

40.7％

51.1％

4.0％

十分行っている

十分とはいえないが、主な家具だけ行っている

行っていない

不明

 

66.3％

21.5％

7.5％

4.7％

参加したことがある

訓練が行われていることは知っていたが、参加した…

訓練がいつ、どこで行われているのか知らなかった

不明

 

81.8％
23.6％

49.4％

23.2％

6.1％

12.6％

3.7％

10.1％

9.4％

4.3％

テレビ

ラジオ

町の防災行政無線

町の登録制メール

町のホームページ

町の文字放送（ケーブルテレビ）

県や国などのホームページ

FacebookなどのＳＮＳ

友人、知人からのメール

その他・不明

77.1％

87.3％
23.0％

8.4％

11.7％

25.1％

11.5％

6.8％

3.7%

6.1％

道路交通等の情報や復旧の見通し

電気、水道等のライフラインの情報

公共交通機関の運行状況や復旧の見通し

学校、保育所、児童クラブ等の休校情報

罹災証明発行や支援に関する情報

医療機関の情報

スーパー等の営業情報

ごみ収集の情報

ボランティア派遣の情報

その他・不明

参加したことがある 

訓練が行われていることは知っていたが、 
参加したことはない 

 訓練がいつ、どこで行われているのか知ら
なかった 

                  不明 



 

 

8．防災行政無線を聞き逃した時はどうするか。（1 つ選択）          全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

9．現在住んでいる地域のハザードマップを知っているか。（1 つ選択）         全体（N=573） 

 

 

 

 

10．度会町の災害対策として、今後特に重要と考える取組はどれか。（3 つまで選択）  全体（N=573） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.1%

4.4%

8.7%

11.5%

7.0%

19.7%

19.7%

4.9%

登録制メールで確認する

音声ダイヤル（63-0001、63-0002）で確…

町のホームページで確認する

町の文字放送（ケーブルテレビ）で確認する

町役場に電話する

隣人などに聞く

特に何もしない

不明

32.5％

33.5％

12.0％

18.7%

3.3％

見たことがあり、内容もある程度知っている

見たことはあるが、内容はよく知らない

あることは知っているが、見たことはない

知らない

不明

30.5％

36.5%

10.6％

26.4％

10.6％

8.2％

31.9％

50.6％

12.9％

8.4％

5.9％

27.7％

6.6％

避難場所や避難のための道路を整備する

高齢者などの災害時要援護者の施策を充実させる

消防団や自主防災会などの活動を充実させる

応急医療体制を充実させる

防災パンフレットや広報などを通じて町民の防災意…

防災訓練などの機会を増やし、住民の災害時の活動…

食料・飲料水や毛布など、非常用物資の備蓄を充実…

災害時に迅速で正確な情報を伝える体制を整備する

建物の耐震対策への支援を充実させる

ブロック塀の倒壊防止対策への支援を充実させる

家具などの固定・転倒防止を支援する

土砂災害などの二次災害を防ぐ取り組みを充実させる

その他・不明

 音声ダイヤル（63-0001、63-0002）で 
確認する 

町のホームページで確認する 

避難場所や避難のための道路を整備する 
 
高齢者などの災害時要援護者の施策を充
実させる  
消防団や自主防災会などの活動を充実さ 
せる 

応急医療体制を充実させる 
 

防災パンフレットや広報などを通じて住
民の防災意識を高める   
防災訓練などの機会を増やし、住民の災 
害時の活動能力を向上させる 

 
食料・飲料水や毛布など、非常用物資の 
備蓄を充実させる  
災害時に迅速で正確な情報を伝える体制 
を整備する  
建物の耐震対策への支援を充実させる 

 
ブロック塀の倒壊防止対策への支援を充 
実させる 

 
家具などの固定・転倒防止を支援する 

 
土砂災害などの二次災害を防ぐ取組を充 
実させる 

 
その他・不明 


